















A framework and components of home visiting social  
work practice model for families to child-raising;  










































































前身である「生後 4か月までの全戸訪問事業」が開始された 2007 年度をめやすに、2007 年 1


































































































前段階  乳児家庭全戸訪問事業等の周知 





 アセスメント （訪問家庭の状況把握） 
 訪問グッズ   



































































































































る自治体は全体の 54.1％、客観的判断と主観的判断は 29.5％、客観的判断のみは 2自治体のみ
であった。客観的判断資料としては、エジンバラ産後うつ病評価尺度（EPDS）と「赤ちゃん
への気持ち質問票」が用いられていた。要支援の判断基準について 53 市町村から得られた具
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